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常任委員会の審査概要 常任委員会の審査概要 

建設生活  建設生活  
　
９
月
定
例
会
の
委
員
会
審
議
に

つ
い
て
報
告
を
い
た
し
ま
す
。
委

員
会
の
審
議
案
件
は
７
件
で
し
た
。 

第
53
号
議
案
　
市
道
の
路
線
認
定

及
び
廃
止
に
つ
い
て
で
は
、
道
路

の
移
管
と
廃
止
路
線
の
地
権
者
の

廃
止
の
意
向
確
認
が
あ
り
、
全
員

賛
成
で
し
た
。 

第
54
号
議
案
　
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
で
は
、
最
低
制
限

価
格
の
設
定
と
調
整
池
完
成
時
の

治
水
効
果
を
確
認
し
賛
成
全
員
で

し
た
。 

第
56
号
議
案
　
平
成
19
年
度
吉
川

市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
で
は
、 

①
市
民
参
画
の
考
え
方 

②
自
治
会
加
入
率 

③
ご
み
減
量
目
標
値
と
達
成
度 

④
市
内
農
家
へ
の
補
助
内
容 

⑤
東
埼
玉
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
拡
張

事
業 

⑥
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ 

⑦
道
路
維
持
費
の
減
額
理
由 

⑧
中
川
、
江
戸
川
、
大
場
川
の
治

水
事
業
の
進
捗
状
況 

⑨
周
辺
地
区
整
備
事
業
の
都
市
計

画
決
定
の
時
期
・
指
標 

⑩
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進

捗
状
況
と
見
通
し 

⑪
越
谷
吉
川
線
の
進
捗
と
負
担
は

等
の
質
疑
が
あ
り
、
以
下
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。 

①
既
存
の
補
助
団
体
は
自
主
的
な

財
源
確
保
や
自
助
努
力
、
自
立
に

向
け
て
支
援
し
ま
す
。 

②
全
９１
自
治
会
の
全
体
加
入
率
は
、

７９
・
４
％
で
最
低
は
４５
％
、
最
高

は
１
０
０
％
で
す
。 

③
一
人
当
た
り
８
９
７
ｇ
の
目
標

に
対
し
８
９
５
・
５
ｇ
で
、
総
資

源
化
率
は
１８
・
４２
％
の
目
標
で
１９

・
８３
％
、
最
終
処
分
量
は
１
９
７

２
ｔ
の
目
標
に
対
し
て
２
１
９
３

ｔ
で
す
。 

④
認
定
農
業
者
支
援
事
業
補
助
金

２
０
０
万
円
、
家
畜
伝
染
病
防
除

対
策
補
助
金
、
水
田
農
業
活
性
化

補
助
金
で
す
。 

⑤
都
市
計
画
の
順
位
付
け
で
、
武

操
周
辺
地
域
が
１
位
、
東
埼
玉
テ

ク
ノ
ポ
リ
ス
拡
張
は
２
位
と
な
り
、

２０
年
度
は
開
発
手
法
等
を
検
討
・

研
究
し
ま
す
。 

⑥
９
月
１
日
に
自
治
会
に
１
部
配

布
し
、
地
域
版
は
地
震
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
と
あ
わ
せ
来
年
４
月
頃
に

全
戸
配
布
を
予
定
。
集
中
豪
雨
の

道
路
冠
水
箇
所
は
、
早
い
時
期
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。 

⑦
補
修
工
事
個
所
は
６
か
所
で
、

施
設
修
繕
料
等
が
減
少
し
て
い
ま

す
。 

⑧
江
戸
川
堤
防
強
化
対
策
事
業
が

平
成
１６
年
度
に
着
手
し
、
概
ね
１０

年
で
完
成
予
定
。
中
川
改
修
は
平

成
１８
年
度
着
手
し
、
平
成
２２
年
度

の
完
成
を
目
指
し
、
大
場
川
は
東

大
場
川
合
流
地
点
ま
で
完
成
し
、

今
後
三
郷
市
内
の
二
つ
の
橋
梁
拡

幅
工
事
の
完
了
後
、
吉
川
区
間
の

改
修
に
進
む
予
定
で
す
。 

⑨
平
成
２２
年
度
を
目
標
と
し
新
駅

設
置
、
資
金
計
画
、
地
権
者
の
合

意
形
成
が
重
要
で
す
。 

⑩
使
用
収
益
は
全
体
面
積
約
７４
・

８
ｈ
ａ
の
う
ち
、
１９
年
度
末
で
は

４０
・
１
ｈ
ａ
で
進
捗
率
は
５４
％
。

事
業
費
は
全
体
が
１
４
４
億
４
千

万
円
で
、
１９
年
度
末
で
は
６９
億
５

千
１
０
０
万
円
で
進
捗
率
４８
％
で

す
。 

⑪
８
月
末
の
進
捗
は
用
地
買
収
済

み
２
件
、
物
件
調
査
済
み
９
件
で

す
。
事
業
計
画
で
は
総
事
業
費
６５

億
円
の
う
ち
市
負
担
は
約
４
億
５

千
万
円
で
す
。
等
の
答
弁
が
あ
り

賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

第
58
号
議
案
　
平
成
19
年
度
吉
川

市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
未

接
続
の
理
由
は
と
の
質
疑
が
あ
り
、

費
用
負
担
、
家
の
建
替
え
時
に
行

う
な
ど
が
理
由
と
の
答
弁
で
賛
成

全
員
で
し
た
。 

第
60
号
議
案
　
平
成
19
年
度
吉
川

市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

は
賛
成
全
員
の
認
定
で
し
た
。 

　
今
年
度
の
補
正
予
算
関
係
で
は 

第
63
号
議
案
　
平
成
20
年
度
吉
川

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

担
当
分
は
、 

①
市
内
犯
罪
の
発
生
状
況 

②
越
谷
吉
川
線
の
進
捗
率
と
建
物

移
転
状
況 

等
の
質
疑
が
あ
り
、
答
弁
と
し
て 

①
平
成
１９
年
は
１
２
０
４
件
で
、

昨
年
比
較
で
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
盗
、
車
上
ね
ら
い
、
街
頭

犯
罪
、
器
物
破
損
が
犯
罪
内
容
で

す
。 

②
今
年
度
は
、
さ
く
ら
通
り
か
ら

約
２
０
０
ｍ
の
道
路
築
造
工
事
予

定
で
建
物
移
転
補
償
契
約
は
約
７

割
が
終
え
て
い
ま
す
。 

と
の
答
弁
が
あ
り
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。 

第
65
号
議
案
　
平
成
20
年
度
吉
川

市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
・
第
67
号
議
案
　
平
成
20
年
度

吉
川
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
で
は
賛
成
全
員
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
都
市
建
設
部
及
び
市
民
生
活
部

所
管
の
広
範
な
審
議
で
し
た
が
、

長
時
間
に
わ
た
る
慎
重
な
審
議
内

容
で
し
た
。 

表
　
紙（
１
枚
目
） 

内
　
容（
２
枚
目
） 

次
の
要
領
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い 

①
用
紙
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。 

②
住
所
、
氏
名
（
法
人
お
よ
び

団
体
は
そ
の
事
務
所
の
所
在

地
、
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
）、

電
話
番
号
、
提
出
年
月
日
を

記
載
し
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。 

③
記
入
例
に
従
い
、
件
名
は
端

的
に
、
要
旨
は
簡
潔
に
、
理

由
は
内
容
を
詳
し
く
ご
記
入

く
だ
さ
い
。 

④
紹
介
議
員
２
名
の
署
名
、
ま

た
は
記
名
押
印
が
必
要
で
す
。 

⑤
請
願
事
項
が
複
数
の
場
合
、

１
件
に
つ
き
１
部
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

⑥
道
路
、
用
水
な
ど
は
正
式
名

称
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

⑦
請
願
事
項
に
関
す
る
地
図
や

参
考
資
料
な
ど
が
あ
れ
ば
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。 

⑧
「
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願
」
の
場
合
は
意
見
書
案

も
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

⑨
招
集
日
の
７
日
前
ま
で
に
提

出
さ
れ
た
も
の
を
そ
の
議
会

で
審
査
し
、
そ
れ
以
後
の
も

の
は
次
の
議
会
で
審
査
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

○○○○に関する請願 
 

 

　紹介議員　　○○○○　� 

　　　　　　　○○○○　� 

 

 

　請　願　者 

　　住所　　○○○○○○ 

　　氏名　　○○○○　� 

　　郵便番号・電話番号 

　（団体名・代表者名�） 

１　件名……………について 
 
２　要旨……………………… 
 
３　理由……………………… 
　　　　……………………… 
　　　　……………………… 
　地方自治法第１２４条の規定
により上記のとおり請願書を
提出します 
　　年　　月　　日 
 
　　吉川市議会議長　様 

【
請
願
書
記
入
例
】 

請 

願 

の
出
し
方 

　
平
成
２０
年
７
月
２５
日
　
春
日
部
市

民
文
化
会
館
に
お
い
て
埼
玉
県
市
議

会
議
長
会
第
４
区
議
長
会
議
員
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
吉
川
市
議
会
か
ら

は
１６
人
の
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
研
修
会
で
は
、
野
村
　
稔
氏
を
講

師
に
迎
え
、「
地
方
分
権
時
代
に
お
け

る
議
員
の
役
割
」
に
つ
い
て
の
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。 

委員会 委員会 


